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男性の子育てのヒントになる情報を発信

専門家コラム
大妻女子大学 人間関係学部 准教授 田中俊之さん
（男性学の第一人者として、メディアや講演会等で活躍中）
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子育てコンシェルジュより

子育てをしていると対応できそうもない事態に出くわすことがあります。先日、
長男（7歳）と次男（4歳）を連れて映画を観に行ったのですが、帰りの電車に乗る
直前になって次男がトイレに行きたいと言い出しました。お漏らしをしては困りま
すから、電車に乗るのは見送ってトイレに行こうとしたところ、長男が絶対に電車
に乗ると駄々をこねました。このような時、何もできることはなくただ自分の無力
さを痛感するだけです。でも、子育てには解決策がない場合がたくさんあります。
おそらくこれまでも多くの母親が経験してきたことでしょう。強い無力感を抱くこ
とこそ、親になるための重要な第一歩なのかもしれません。

孫は、新幹線のこだまで３つほど先に住んでいるので、普段は平日にネット経由
で話し相手をしています。なので、離れている感はなく、遊びに来てもすぐに馴染
んでくれます。最近は、下の孫（1歳）が自分でかけてくるようになりました（孫
自慢^O^）。

問い合わせ先：こども未来課 子育て支援チーム 055-989-5573

「子どもに絵本を読んであげるのはいいのですが、同じ絵本ばっ
かり読まされるんですよ。こっちが飽きてきちゃって。」と苦笑
いされた方がいらっしゃいました。
お気持ち、お察しします！でも、いいですね～。お子様はお気

に入りの1冊と出会えたんですね。そして、“大好きなパパに大好
きな絵本を読んでもらえる大好きな時間”を手に入れたわけです。
いわば『大好き』の３乗！これは、心のエネルギーとして蓄えら
れていきますよ。「またこれ？」と思っても、もうしばらく付き
合ってあげてくださいね。

※NGFとは、Nice Grand Father の頭文字です。


